
  

 

題字 牟礼西小学校 1年 

 
 
優しく声をかけ、顔色など身体状況を確認しなが

ら介護をするヘルパーと安心した様子で身を委ねる
利用者。 
訪問介護(ホームヘルプ)サービスの内容は、日常

生活に欠かせない清掃や買い物、調理、また身体介
護など多岐にわたる。 
しかし、福祉サービスだけでは限界があり、「その
人らしい暮らしを支えることができるのは、声掛け
であったり、話し相手といったその人の心を満たす
地域のサポートがあるから」とヘルパーは語る。 
高齢化が進む中、住み慣れた自宅の生活を支える

仕組みはますます欠かせないものとなりそうだ。 

●●●主な記事●●● 
P２ 社協会費・日赤社資報告 

P３ さみずの郷から、こんにちは 

住民交流かわら版 

P４ ボランティアコーナー 

P５ 老いの支度講座 

P６  社協予定表 

いいづなの福祉事業所紹介 

P７ 自然育児のススメ 

ふれあい広場 

P８ まちがいさがしクイズ 
新 ささらばさら(➍コママンガ) 

りんごのつぶやき 
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住み慣れた家で・・・ 

この広報紙は、地域福祉を推進するために社協の事業内容など飯綱町の地域福祉に関する新鮮な情報を掲載し、 
共同募金の配分金を財源として発行されています。 



(単位：円) 

平成 26 年度実績 

総計 1,606,683 円 
 

(単位：円) 

 

地区名 納入金額 地区名 納入金額 

平 出 153,000 牟 礼 157,000 

番 匠 32,000 小 玉 83,000 

福井団地 667,000 西黒川 97,000 

福 井 56,000 東黒川 105,000 

四ツ屋 64,000 袖之山 59,000 

坂 上 95,000 地蔵久保 15,000 

栄 町 96,000 坂 口 13,000 

地区名 納入金額 地区名 納入金額 

高 坂 55,000 御所ノ入 53,000 

夏 川 37,000 若 宮 19,000 

野村上 82,000 堀 越 7,000 

北 川 27,000 日 向 3,000 

上 村 20,000 谷 57,000 

東高原 92,000 川 西 116,000 

横 手 26,000 川北西部 32,000 

中 宿 41,000 川北東部 48,000 

古 町 60,000 原 一 31,000 

普光寺西部 93,000 原 二 49,000 

普光寺中部 82,000 原 三 49,000 

普光寺東部 135,000 川 谷 30,000 

深 沢 45,000 上赤塩 102,000 

寺 村 43,000 毛 野 93,000 

町 42,000 下赤塩 52,000 

中 峰 37,000 東柏原 41,000 

田 中 36,000 奈良本 36,000 

中 村 43,000 扇 平 26,000 

社会福祉協議会の会費の納入に 

 ご協力ありがとうございました 

平成 26 年度実績 

総計 3,547,000 円 

＊社協会費 主な使いみち＊ 

◇地域福祉活動の推進 

◇ボランティア・市民活動※の支援 

◇地域福祉情報紙「ふれあいぽけっと」の発行 

◇児童健全育成事業「がぁたく塾」の開催 

◇ボランティアセンター運営費 

◇福祉に関わる人材の育成 

◇地区福祉学習会の開催 など 

市民活動とは… 市民活動とは 、住民の自発的な意志に基づき、よりよい社会づくりのために行う非 
営利で公益的な活動をいいます。 

 

日本赤十字社（日赤）社資の 
ご協力ありがとうございました 

日本赤十字社が行う「被災地への医療救護班の派遣

や救援物資の配布を行う災害救護活動」「災害や紛争

で苦しむ人々への国際救援活動」「救急法や幼児安全

法等の講習会の開催」などの活動は、皆様より毎年

納めていただいている社資を財源としております。 

◆詳しくは、ホームページをご覧ください 
日本赤十字社長野県支部 http://www.nagano.jrc.or.jp/ 

賛助会費 2 名【3 口】 15,000 円 

社資は、全額を日本赤十字社長野県支部に送金しました。ご協力ありがとうございました。 

地区名 金額 地区名 金額

平　出 74,100 牟　礼 78,500

番　匠 16,000 小　玉 41,500

福井団地 271,633 西黒川 49,300

福　井 28,000 東黒川 52,000

四ツ屋 15,000 袖之山 24,100

坂　上 47,500 地蔵久保 7,500

栄　町 48,000 坂　口 6,500

地区名 金額 地区名 金額

高　坂 27,000 御所之入 22,450

夏　川 18,500 若　宮 9,000

野村上 47,500 堀　越 5,500

北　川 13,500 日　向 3,000

上　村 10,000 谷 26,500

東高原 11,700 川　西 53,600

横　手 13,000 川北西部 16,000

中　宿 20,500 川北東部 23,500

古　町 30,000 原　一 16,000

普光寺西部 45,800 原　二 24,600

普光寺中部 36,000 原　三 24,500

普光寺東部 67,900 川　谷 14,200

深　沢 24,000 上赤塩 38,650

寺　村 21,500 毛　野 45,600

町 22,000 下赤塩 19,500

中　峰 12,900 東柏原 20,100

田　中 18,250 奈良本 18,000

中　村 20,600 扇　平 5,700



 

今回は前号でお伝えした８月 9・10 日の『盛夏の見学会』に行きそびれてしまったとい

う方のために、普段のさみずの郷の様子をご紹介します。北信五岳道路から斑尾大橋を渡り、

三水庁舎を右に曲がった後、500m ほど進んだ先に見えてくる建物が『さみずの郷』です。 

  

  

 

 

 

 

 

さみずの郷の建物内には、お茶を飲んだりする広間や大きなお風 

呂があります。落ち着いた空間の広間には利用者様手作りの作品が 

飾ってあります。 

また、先日は、霊仙寺湖まで、あじさいを見に行きました。青や 

紫など色とりどりのあじさいが並んでいて、とてもきれいでした。 

利用者様も、とても喜んでおり、楽しいひと時となりました。 

＊利用者様と一緒に日々の活動を計画して行きます。一緒に楽しく 

過ごしませんか？ぜひ、さみずの郷にお越しください。 

＊お問い合わせ先：さみずの郷 ２５３－８８８２ 小林 

 

 住
民
交
流
か
わ
ら
版
は
、
飯
綱
町
に
あ
る
コ
ト
・
モ
ノ
を
つ
な
ぎ
、 

ヒ
ト
を
つ
な
ぐ
、
住
民
参
加
型
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の 

ペ
ー
ジ
で
す
。 

① 掲載欄を明記 
お申し込みの際には、「あげます」「くだ

さい」「お知らせ」「誰でも相談」のいず
れかを明記してください。  

② 掲載内容を 100 文字以内で書く 
掲載できる文字数は、ペンネーム、連絡
先等を含め 100 文字以内です。  

③ 氏名、住所、電話番号、年齢を明記 
氏名は、ペンネームを使う場合も必ず書

いてください。  
④ 下記まで郵送、FAX、メールまたは

来所の上直接申し込む(電話不可) 
●飯綱町ボランティアセンター 

〒389-1211 飯綱町牟礼 1972 
FAX ：026-253-1002  
MAIL：vol@ii-shakyo.or.jp 

下記に該当するものは掲載をお断りします   

●掲載希望の記事の内容について、編集部より確認の連絡をさ
せていただき規約などの提出を求める場合があります。 

●掲載後、当事者同士のトラブルが発生した場合、編集部等で

は一切関知いたしません。 

●掲載順は、読者からの希望数や福祉、季節性などの要素によ
り編集部が判断します。掲載まで１か月以上かかる場合があ

りますので、ご了承ください。 

●「あげます」コーナーには、未使用でないものも掲載できま
すが、その場合は使用回数などを明記ください。 

●物品の処分には費用(家電リサイクル法のリサイクル料など)

がかかる場合があります。物品の取引には、双方立ち合いの
もと物品の動作を確認するなど注意して取引ください。 

その他の注意事項   

●法律にふれる可能性がある    

●営利目的(求人・家庭教師の募集など) 

●氏名、住所、電話番号のいずれかが明記されていない 

●無料でない(茶菓子、材料費、交通費など実費相当分を除く)  

●編集部の判断により不適当と考えられるもの    

●未成年の掲載申し込み(保護者を通してお申し込みください)   

●出会いそのものが目的（友達・恋人） 

小さい看板なので、見つけな

がら登ってきてくださいね！ 

『さみずの郷から、こんにちは！！』 

        
センターにお寄せいただいた漫画単行本をお譲りします。「ヒカルの碁１～２３
巻」「浦安鉄筋家族２～１２巻」「デトロイト・メタル・シティ１～５巻」他 
新品ではありません。      ボランティアセンター ２５３－１００１ 



                           

                           

                           

                          

「
パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア
の

研
修
会
」
の
お
知
ら
せ 

 

「
パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア
」
と

は
、
そ
の
人
の
視
点
や
立
場
に
立
っ
て
理

解
し
、
ケ
ア
を
行
お
う
と
す
る
認
知
症
ケ

ア
の
考
え
方
で
す
。
日
本
に
於
い
て
、
パ

ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア
の
第
一
人

者
で
あ
る
、
水
野
裕
先
生
を
飯
綱
町
に
お

招
き
し
て
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 

認
知
症
ケ
ア
の
考
え
方
と
し
て
、
日
本

で
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
パ

ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア
」
で
す
が
、

日
常
生
活
に
お
い
て
も
活
か
す
こ
と
で
、

よ
り
豊
か
な
人
間
関
係
を
築
け
る
内
容

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
福
祉
関
係
者
だ
け

で
は
な
く
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
も
聞

い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

日 
 

時 

９
月
１３
日(

土) 

１３
時
００
分
～
１６
時
００
分 

(

受
付
１２
時
００
分
～
） 

場 
 

所 

飯
綱
町
民
会
館 

対 

象 

者 

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す 

参 

加 

費 

飯
綱
町
民
無
料 

申
込
期
限 

９
月
１０
日(

水)

迄 

※
事
前
申
し
込
み
必
要 

申
込
み
・
問
合
せ 

 
 

 
 

 

飯
綱
町
社
会
福
祉
協
議
会 

居
宅
介
護
支
援
事
業
所 

(

℡
２
５
３-

５
１
８
８) 

主 
 

催 

長
野
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
長
野
支
部 

共 
 

催 

飯
綱
町
・
飯
綱
町
社
会
福
祉
協
議
会 

 

知
ら
せ
・
募
集 

 お 

町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
し
た

『
が
ぁ
た
く
塾
』
に
は
、
運
営
を

担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が

い
ま
す
。 

今
回
は
、
が
ぁ
た
く
塾
の
ス
タ

ッ
フ
の
役
割
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。 

屋
外
で
の
活
動
が
多
い
が
ぁ
た

く
塾
で
す
が
、
現
在
、
高
校
生
か

ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方
々

が
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

ス
タ
ッ
フ
の
役
割
は
大
き
く
２

つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
『
企
画
』

で
す
。
塾
生
の
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
自
然
を
感
じ
た
り
、
達

成
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
様
々
な
角
度
か
ら
企
画
し
ま

す
。 ２

つ
目
は
、『
運
営
』
で
す
。
作

業
手
順
や
道
具
の
使
い
方
な
ど
の

指
導
や
事
故
無
く
活
動
が
で
き
る

よ
う
安
全
管
理
に
配
慮
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
活
動
を
行
な
う
中
で
塾

生
に
対
し
て
あ
い
さ
つ
な
ど
礼
儀

作
法
の
指
導
も
し
ま
す
。 

 

今
年
度
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
活
動

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ス
タ
ッ

フ
を
し
た
い
、
も
っ
と
詳
し
く
知

り
た
い
等
興
味
の
あ
る
方
は
、
飯

綱
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

(

電
話
２
５
３-

１
０
０
１)

に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

  

が
ぁ
た
く
塾
予
定 

１０
月 

 

海
キ
ャ
ン
プ(

１
泊
２
日) 

１１
月 

鮭
の
つ
か
み
取
り 

１２
月 

冬
キ
ャ
ン
プ 

２
月 

け
つ
ぞ
り 

  

な
お
、
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
費
等

自
己
負
担
は
原
則
あ
り
ま
せ
ん
。 

 



   
本
年
度
も
、
町
か
ら
委
託
を
受

け
「
老
い
の
支
度
講
座
」
を
５
回

シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
、
第
２
回
の
講
座
の
内
容

を
お
伝
え
し
ま
す
。 

   
 

 

６
月
２４
日
、
司
法
書
士
の
高
野

氏
を
講
師
に
迎
え
、
遺
言
書
の
も

つ
効
果
と
種
類
、
相
続
の
基
本
、

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

遺
言
書
に
は
、
自
筆
証
書
遺
言
、

公
正
証
書
遺
言
、
秘
密
証
書
遺
言

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

作
成
方
法
や
費
用
の
大
小
、
有
効

性
な
ど
性
質
の
違
い
に
つ
い
て
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
相
続
に
お
け
る
配
分
や
、

相
続
放
棄
の
手
段
。
そ
し
て
、
成

年
後
見
制
度
の
申
立
の
方
法
や
、

本
人
の
判
断
能
力
に
応
じ
た
支
援

者
の
選
任
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
「
法
律
の
部
分
が 

   多
く
難
し
い
内
容
で
し
た
か
、
事

例
な
ど
を
交
え
て
教
え
て
い
た
だ

き
解
り
や
す
か
っ
た
で
す
」「
相
談

窓
口
が
わ
か
り
よ
か
っ
た
」
と
い

っ
た
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

                

７
月
２２
日
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
北
村
氏
を
講
師

に
迎
え
、
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
、

収
入
と
支
出
を
知
る
こ
と
に
つ
い

て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

毎
月
の
生
活
費
や
車
の
維
持
費
、

固
定
資
産
税
、
旅
行
・
趣
味
、
介

護
な
ど
の
支
出
や
年
金
な
ど
の
収

入
、
貯
蓄
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
金
額
を
知
っ
て
お
く
こ

と
は
、
将
来
の
生
活
の
準
備
を
す

る
た
め
に
大
切
で
す
。
ま
た
、
通

帳
は
最
低
三
つ
用
意
し
使
途
に
よ

っ
て
使
い
分
け
る
（
生
活
の
た
め

通
帳
、
年
金
な
ど
を
自
動
的
に
、

天
引
き
を
し
て
貯
蓄
す
る
通
帳
、

今
ま
で
貯
蓄
し
て
き
た
通
帳
）
な

ど
管
理
し
や
す
く
す
る
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
「
お
金
の
こ
と
を

あ
ま
り
考
え
な
い
で
生
活
し
て
い

る
こ
と
に
反
省
し
ま
し
た
」「
お
金

の
話
は
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
大
変
た
め
に
な
り
ま
し
た
」

「
大
変
勉
強
に
な
っ
た
の
で
、
今

後
実
行
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

本
年
度
の
老
い
の
支
度
講
座
は

残
す
と
こ
ろ
あ
と
３
回
と
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
、
老
い
の
支
度

講
座
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

老いの支度講座 今後の予定 

日時 内容 講師 

8 月 29 日(金) 

午前 10 時～ 

高齢期の食事とは？ デリクックちくま 管理栄養士 

社会福祉協議会  歯科衛生士 

９月 ３日(水) 

午後 3 時～ 

健康寿命を維持するために 飯綱病院医院長  伊藤一人氏 

飯綱病院     理学療法士 

10 月 20 日(月) 

午前 10 時～ 

輝け！私の 

ビューティフルエイジング 

笑顔生活コーディネーター 

         神谷陽子氏 

老

い

の

支

度

講

座

開

催

中 
第
１
回 

遺
言
書
か
ら
考
え
る
老
い
の
支
度 

第
２
回 

老
後
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
設
計 



                           

                           

                           

                          

月 日 曜日 内容 月 日 曜日 内容 

9 2 火 飯綱町老人クラブ連合会 

親睦研修旅行【１泊２日】 

9 14 日 長野県障害者スポーツ大会 

 26 金 街中サロン「楽らく」 

 ３ 水 今から考える、老いの支度講座  26 金 災害にもつよい おれたの

まちづくりを考える集い  12 金 街中サロン「楽らく」 

７
月
の
あ
る
土
曜
日
、
こ
の
日
は
午

前
中
か
ら
、
外
気
が
体
温
を
超
え
る
猛

暑
と
な
り
、
２
台
の
ク
ー
ラ
ー
が
「
や

っ
と
出
番
が
き
た
わ
い
！
」
（
口
が
き

け
た
ら
絶
対
そ
う
言
っ
て
い
る
‥
）
と

ば
か
り
に
ブ
ン
ブ
ン
室
内
を
冷
や
し

て
く
れ
て
、
こ
の
日
ば
か
り
は
ご
利
用

者
様
方
の
「
サ
ブ
イ
！
」
と
い
う
声
も

な
く
、
職
員
の
隙
を
見
て
ク
ー
ラ
ー
の

ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

な
く
、
快
適
な
さ
ん
ば
生
活
（
職
員
に

と
っ
て
も
）
に
な
る
は
ず
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
こ
れ
で
も
か
、
こ
れ
で
も
か

と
設
定
温
度
を
１９
度
に
ま
で
下
げ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
室
内
は
猛
暑
。
た

ま
り
か
ね
た
ご
利
用
者
様
方
は
う
ち

わ
で
自
分
の
顔
や
体
を
扇
ぎ
な
が
ら

（
さ
す
が
に
隣
の
人
を
扇
い
で
あ
げ

る
余
裕
は
な
し
！
）「
熱
い
！
」「
あ
ち

い
な
ー
」
「
今
日
は
特
別
暑
い
な
ー
」

と
。
職
員
も
「
ど
う
い
ん
だ
い
！
こ
ん

な
に
暑
く
て
い
い
ん
か
い
！
」
と
爆
発

し
そ
う
に
な
っ
た
頃
、
「
ガ
チ
ョ
ン
」

と
ブ
レ
ー
カ
ー
が
落
ち
（
先
に
爆
発
）、

「
暑
い
騒
ぎ
」
は
ひ
と
ま
ず
お
預
け
。

復
旧
作
業
が
無
事
終
了
後
（
紐
を1

本

引
っ
張
っ
た
だ
け
）
、
ク
ー
ラ
ー
の
室

外
機
が
や
け
に
静
か
で
、
水
も
排
出
し

て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
普

段
ク
ー
ラ
ー
を
し
っ
か
り
使
い
つ
づ

け
て
い
な
か
っ
た
せ
い
だ
と
い
え
ば

そ
れ
ま
で
で
す
が
、
も
っ
と
早
く
故
障

に
気
付
け
ば
‥
。
さ
っ
そ
く
電
気
屋
さ

ん
を
お
願
い
し
て
み
て
も
ら
っ
た
と

こ
ろ
、
な
ん
と
、
「
ほ
こ
り
に
よ
る
フ

ィ
ル
タ
ー
の
目
詰
ま
り
」。「
ロ
ボ
ッ
ト

が
掃
除
し
て
く
れ
て
る
ん
じ
ゃ
ね
え

ん
か
い
！
」
（
そ
う
い
え
ば
、
そ
ん
な

宣
伝
文
句
が
‥
）
と
い
う
職
員
の
声
を

聴
き
な
が
ら
電
気
屋
さ
ん
は
掃
除
機

と
マ
ジ
ッ
ク
リ
ン
で
さ
ん
ば
中
の
ク

ー
ラ
ー
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
き
れ
い
に

し
て
く
れ
ま
し
た
。
電
気
屋
さ
ん
の
物

言
わ
ぬ
背
中
か
ら
、
「
フ
ィ
ル
タ
ー
の

掃
除
な
ん
て
常
識
な
ん
だ
け
ど
！
」
と

い
う
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

お
恥
ず
か
し
い
。 

フ
ィ
ル
タ
ー
掃
除
完
了
、
ク
ー
ラ
ー

稼
働
中
の
さ
ん
ば
へ
来
て
み
て
！ 

夏
と
い
え
ば
・
・
・ 

夏
と
聞
い
て
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、

や
っ
ぱ
り
海
で
す
よ
ね
。 

先
日
３０
℃
を
超
え
る
猛
暑
の
中
、
利

用
者
様
数
名
と
上
越
市
の
海
へ
行
っ
て

き
ま
し
た
。
見
慣
れ
な
い
海
に
皆
さ
ん

大
興
奮
！
到
着
し
て
水
着
に
着
替
え
、

い
ざ
海
へ
。
ク
ロ
ー
ル
な
ど
で
本
格
的

に
泳
が
れ
る
方
、
砂
浜
近
く
で
の
ん
び

り
過
ご
す
方
、
浮
き
輪
で
プ
カ
プ
カ
気

持
ち
良
さ
そ
う
に
浮
い
て
い
る
方
・
・
・

そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
で
海
を
満
喫
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

帰
る
頃
に
は 

肌
が
こ
ん
が
り 

と
焼
け
、
楽
し 

い
夏
の
思
い
出 

が
出
来
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
の
暑
さ
も 

だ
ん
だ
ん
と
し 

の
ぎ
や
す
く
な 

っ
て
き
ま
す
。 

も
う
一
踏
ん
張
り
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

飯綱町社会福祉協議会 予定【９月】 



 

                        

  

                           

                           

                           
 

我
が
家
の
９
月
は
、
学
校
行
事
と
秋

祭
り
の
お
か
げ
で
、
毎
年
忙
し
く
過
ぎ

て
い
き
ま
す
。
飯
綱
町
で
暮
ら
し
て
い

て
良
か
っ
た
な
、
と
思
う
こ
と
の
一
つ

に
、
実
は
こ
の
秋
の
お
祭
礼
が
あ
り
ま

し
て
、
自
然
育
児
の
実
践
と
し
て
も
、

大
変
あ
り
が
た
い
関
わ
り
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

普
段
の
暮
ら
し
は
、
質
素
な
繰
り
返

し
の
営
み
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
が
、

秋
の
お
祭
礼
の
頃
は
、
季
節
の
廻
り
を

感
じ
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
関
わ

り
、
或
い
は
土
地
神
さ
ま
や
儀
式
な
ど

厳
か
な
雰
囲
気
に
ひ
た
っ
た
り
、
ご
馳

走
を
食
べ
て
夜
更
か
し
を
し
た
り
・
・
・

家
族
の
暮
ら
し
だ
け
で
は
経
験
で
き

な
い
、
特
別
な
感
覚
を
受
け
取
っ
て
い

ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
稽
古
や
当
日
の
提
灯

持
ち
、
ま
た
は
村
舞
い
の
見
学
な
ど
、

お
祭
礼
の
仲
間
に
加
わ
ら
せ
て
も
ら

う
こ
と
な
の
で
す
が
、
こ
の
家
族
以
外

の
大
勢
の
方
と
共
有
す
る
非
日
常
的
な

行
事
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
何
よ
り
大

き
な
「
人
と
し
て
の
学
び
に
な
る
」
と

考
え
て
い
ま
す
。 

お
盆
も
だ
い
ぶ
過
ぎ
た
あ
る
晩
に
、

涼
し
い
夜
風
に
乗
っ
て
、
地
域
の
あ
ち

ら
こ
ち
ら
か
ら
、
笛
や
太
鼓
の
お
囃
子

が
聞
こ
え
る
様
に
な
り
ま
す
。
そ
う
な

る
と
「
今
年
も
『
実
り
の
秋
』
を
迎
え

る
な
」
と
い
う
実
感
が
沸
き
、
同
時
に

過
ぎ
ゆ
く
『
育
ち
の
夏
』
を
名
残
惜
し

く
思
い
、
し
み
じ
み
と
し
て
き
ま
す
。 

        

 

ど
ん
な
育
ち
を
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ

て
い
る
か
、
ど
ん
な
実
り
が
あ
る
の

か
、
定
点
観
察
の
よ
う
に
、
飯
綱
町
な

ら
で
は
の
ハ
レ
の
行
事
か
ら
感
じ
取

っ
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。 ｂ

ｙ
唯
○
母 

 

 

 

答え 

「階段の段数」 

「東屋」 

「右側にいるうさぎ」 

松橋 昌道様 / 清水友理子様 / 岡田 幸紀様 

富井 香枝様 / 仲俣 柚希様 

 

上記の皆様が当選されました。おめでとうございます。 

 

７
月
１３
日
に
開
催
し
た
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
で
は
、

住
民
の
町
づ
く
り
へ
の
思
い
を
共
有
す
べ
く
「
住
み

よ
い
町
」
に
つ
い
て
記
入
用
カ
ー
ド
を
配
り
、
来
場

者
に
伺
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
住
み
た
い
と
思
う
町

は
ど
ん
な
町
で
し
ょ
う
か
？ 

 

来
場
者
よ
り
い
た
だ
い
た
主
な
意
見
を
紹
介
し

ま
す
。 

 


 

●
人
と
人
と
が
良
い
関
係
を
保
て
る
町 

 


 

●
み
ん
な
１
つ
に
な
っ
て
仲
良
く
暮
ら
す
町 

 
 


 

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
い
き
い
き
で
き
る
町 

 


 

●
み
ん
な
顔
な
じ
み
で
、
仲
の
良
い
町 


 

●
ニ
コ
ニ
コ
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
町 


 

 

（
知
っ
て
い
る
人
、
知
ら
な
い
人
、
誰
と
で
も
） 


 

●
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
医
療
と
福
祉
が
保
障
さ 


 

  

れ
る
町 


 

●
自
然
豊
か
で
災
害
も
あ
ま
り
な
く
住
み
よ
い
町 


 

●
地
域
の
伝
統
芸
能
が
守
り
続
け
ら
れ
後
継
者
育 


 

  

成
も
が
ん
ば
っ
て
い
る
町 


 

●
不
審
者
の
い
な
い
平
和
な
町 


 

●
友
だ
ち
と
い
っ
ぱ
い
遊
べ
る
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


 

●
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
一
緒
に
暮
ら
せ 


 

  
る
町 


 

●
近
く
に
公
園
な
ど
小
さ
く
て
も
遊
べ
る
施
設
が  


 

  

た
く
さ
ん
あ
る
町 


 

●
子
育
て
が
し
や
す
い
町 


 

●
子
ど
も
も
高
齢
者
も
近
く
の
公
園
で
な
ご
や
か 


 

 
 

に
話
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
見
守
っ
た
り
で
き
る
町 


 

●
バ
ス
や
電
車
が
た
く
さ
ん
走
っ
て
い
る
町 


 

●
涼
し
い
町 


 

 


 
 

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 



      

宮
本 

享
宜 

様 

三
〇
，
〇
〇
〇
円 

栄
町 

古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル 

を
考
え
る
会 

様 

一
〇
，
〇
〇
〇
円 

 

地
域
福
祉
の
推
進
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

―第 100 回― 今月も「まちがいさがしクイズ」に挑戦 
正解者の中から 5 名様に素敵な景品をプレゼント！ 

左右の絵を見比べて 3 つの間違い

の答えがわかった方は、左記の要領

で記入の上、ご応募ください。社協

ホームページクイズ応募フォーム

又は社協来所による応募も受け付

けております。(町内在住の方に限

る) 締め切りは、9 月 15 日です。

【消印有効】 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちがいさがしクイズ 

り
ん
ご
の
つ
ぶ
や
き 

   

今
年
は
春
か
ら
毛
虫
が
大
発
生
、
そ
し
て
夏
に
は
羽
化

し
た
マ
イ
マ
イ
ガ
が
夜
な
夜
な
乱
れ
飛
ぶ
様
子
は
本
当
に

気
持
ち
悪
く
、
怖
い
も
の
だ
と
感
じ
た
。
大
型
店
の
明
る

く
大
き
な
看
板
も
文
字
が
ガ
の
大
群
に
覆
わ
れ
読
め
な
い

程
だ
っ
た
。
多
く
の
コ
ン
ビ
ニ
で
は
店
内
の
カ
ー
テ
ン
を

降
ろ
し
て
外
に
光
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
が
、
そ

れ
で
も
た
く
さ
ん
の
ガ
が
店
先
の
ガ
ラ
ス
窓
に
密
集
し
て

い
て
、
私
も
ゾ
ッ
と
し
た
。
ガ
を
見
て
入
店
を
避
け
る
人

も
い
た
。
店
主
は
「
こ
れ
で
も
今
日
は
マ
シ
な
方
な
ん
で

す
け
ど
ね
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
お
客
を
集
め
る
筈
の
看

板
や
照
明
が
ガ
を
集
め
て
し
ま
い
、
お
客
が
遠
ざ
か
る
と

は
皮
肉
な
も
の
だ
と
思
う
。 

そ
ん
な
今
年
の
夏
も
各
地
で
猛
暑
が
続
き
、
ラ
ジ
オ
で

は
盛
ん
に
「
水
分
を
た
く
さ
ん
取
れ
」
と
か
「
ク
ー
ラ
ー

使
用
も
た
め
ら
う
な
」
な
ど
熱
中
症
対
策
を
呼
び
か
け
て

い
た
。
屋
内
で
も
熱
中
症
で
ダ
ウ
ン
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

の
こ
と
。「
家
の
作
り
や
う
は
夏
を
む
ね
と
す
べ
し
」
と
徒

然
草
が
説
く
よ
う
に
、
や
は
り
夏
涼
し
い
家
に
住
み
た
い
。

ち
ょ
っ
と
前
ま
で
よ
く
見
か
け
た
大
き
な
茅
葺
屋
根
の
家

や
、
地
面
む
き
出
し
の
土
間
の
あ
る
家
は
電
気
も
使
わ
な

い
の
に
夏
と
て
も
涼
し
か
っ
た
、
こ
う
い
う
家
が
消
え
ゆ

く
の
は
残
念
だ
。 

商
売
の
た
め
店
舗
や
看
板
を
明
る
く
し
た
ら
ガ
に
悩
ま

さ
れ
、
暑
い
か
ら
と
冷
房
を
入
れ
る
と
冷
房
病
の
人
が
現

れ
、
節
電
を
考
え
冷
房
を
止
め
る
と
熱
中
症
を
心
配
さ
れ

る
、
そ
ん
な
産
業
構
造
と
生
活
様
式
を
維
持
す
る
た
め
、

大
き
な
期
待
と
リ
ス
ク
を
抱
え
た
ま
ま
原
発
が
動
き
出

す
。
電
気
を
使
い
続
け
る
以
上
、
今
後
も
様
々
な
ジ
レ
ン

マ
に
直
面
す
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
深
夜
の
商
店
に
大
量
の
照

明
が
必
要
な
の
か
、
な
ぜ
夏
涼
し
い
家
が
冷
房
の
必
要
な

家
に
と
っ
て
代
わ
っ
た
の
か
、
こ
の
夏
は
群
れ
飛
ぶ
ガ
を

見
な
が
ら
あ
れ
こ
れ
考
え
た
。 

ハガキ表 

389-1201  

 

飯綱町芋川 181 

飯綱町社会福祉協議会 

｢まちがいさがしクイズ｣ 

ハガキ裏 

・こたえ 

・じゅうしょ 

・なまえ 

・でんわばんごう 

・今月号の感想など 

※第 99 回まちがいさがしクイズの答えと当選者の発表は前ページに掲載してあります。 

《発行》ふれあいぽけっと編集委員会(事務局：飯綱町社会福祉協議会) 〒389-12０1 長野県上水内郡飯綱町大字芋川 181 
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